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　地球の温暖化は異常気象や生態系への影響など、私たち
の生活に密接に関わる重要な課題です。
　市では環境への負荷を少なくする取り組みを推進するた
め、第３次旭市地球温暖化対策推進実行計画を策定しまし
た。

「第３次旭市地球温暖化対策推進実行計画」を策定
ストップ温暖化

みんなで地球温暖化を防止しよう

計画の目的は
　国が定める「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づ
き、市役所の事務や事業について温室効果ガスの排出など
を計画的に削減し、地球温暖化対策に取り組んでいくこと
を目的にしています。

計画の期間
　令和元年度から令和５年度

対象とする温室効果ガス
　市の事務と事業から排出される二酸化炭素（CO2）、メ
タン（CH4）、一酸化二窒素（N2O）、ハイドロフルオロカー
ボン（HFC）の４物質

温室効果ガス排出量の現状
　平成29年度の温室効果ガス総排出量は、858万3,154
kg-CO2でした。対象とする温室効果ガス４物質のうち、
95.2％が二酸化炭素です。二酸化炭素の排出の要因は、電

気の消費による排出が74.8％、都市ガスの消費による排出
が5.8％、A重油の消費による排出が3.9％となっています。

温室効果ガス排出量の削減目標
　温室効果ガスの排出量を削減するためには、電気や化石
燃料などの消費量を減らし、さまざまな取り組みを総合的
に実施することが必要です。
　計画では市の温室効果ガス排出量を令和５年度までに、
平成29年度の排出量に対し、15.8％削減することを目標
にしています。

問い合わせ先
環境課環境政策班（☎62-5328）

　地球の温暖化を防止するためには、一人一人が対策
に取り組むことが大切です。生活を見直し身近なこと
から取り組みましょう。
◦服装を調整して冷暖房の使用を控える
◦カーテンなどを利用して、室内の明かりや温度を調
整をする
◦車を駐停車するときはエンジンを停止する
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